
Press Release 
 

                                        平成 28 年(2016 年) ２月１日  

危機管理局 危機管理・防災課 

 

■趣旨・目的 

 災害発生後の避難拠点となる小中学校において、各学校別にあらかじめ避難所レイアウ

トを検討しておき、避難所の運営主体である地域まちづくり協議会や学校に基本レイアウ

ト図を備え、次年度以降の総合防災訓練時等で避難所設置訓練を実践し、防災意識の向上

を図る。（市内小中学校 13 校） 

 

■日時 平成 28 年２月 13 日（土）午前９時～正午 

 

■場所 湖南市市民学習交流センター（サンヒルズ甲西） 
      湖南市西峰町１番地１（電話 0748-75-8190） 

 

■対象 各地域まちづくり協議会・各学校長（教頭）・防災士・市避難所支援担当部局職員 

    約 100 名 

 

■内容 小中学校別（13校）のグループに各地域の参加者が分かれ、実際の学校図面 

を用いて災害時の避難所レイアウトをＨＵＧの手法で検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ 

担当課名：危機管理・防災課 

担当者名：課長補佐 今村 典生 

（直通） 0748-71-2311  

17 時 15 分以降は、0748-72-1290 

（FAX）  0748-72-2000  

 〒520-3288 

滋賀県湖南市中央一丁目１番地 

湖南市役所 秘書広報課 

TEL 0748-71-2314  FAX 0748-72-1467 

 

 

～リアルＨＵＧの実施～ 

災害時の避難所となる学校のレイアウトを

HUG（避難所運営ゲーム）の手法で検討 
 


